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　あるところに、なかよしむらというむらがありました。

そこにみっちゃんというげんきなおんなのこがすんでいました。

みっちゃんはこのあいだ６さいのおたんじょうびをむかえました。

　おたんじょうびにはおとうさんとおかあさん、おとうとの３さいのけんちゃん、そしていぬの

ちるちゃんでパーティをひらきました。

 
そのとき、なかよしむらから８キロメートルほどはなれたところにあるはなさきやまというこだ

かいやまのうえにすんでいる、じいたんとばあばがきてくれました。

みっちゃんもけんちゃんもやさしいじいたんとばあばが大好きです。

　そのひも、ばあばがふたりがだいすきなフルーツがうえにのったケーキをやいてきてくれま

した。そのフルーツははなさきやまでとれます。きせつごとにいろんなフルーツがとれるのです

。

「きょうはさくらんぼがとれたからうえにのってるのよ」とばあばがせつめいしてくれました。

　じいたんはニコニコしながらちいさなはこをみっちゃんにさしだしました。「みっちゃんも６

さいのおねえちゃんになったから、じいたんからこれをプレゼントするよ。いまここではこをあ

けてごらん。」





　みっちゃんがはこをあけると、なかからピンクいろのちいさなきんぞくでできたものがでてき

ました。それにはながいひもがついていました。

　「じいたん、これはなに？なにするもの？」と、みっちゃんがききました。

　「それはね、よびこのふえだよ。いちどふいてごらん。」

　みっちゃんが、ふぅーっとふくと、プリュプリュプリュというおとがしました。

　「みっちゃんがでかけるときはいつもそのひもをくびからかけていくんだよ。そしてなにかと

ってもこまったときにはこのよびこのふえをふくんだよ。ただし、なにもおこっていないときに

ふいてはいけないよ。」

　と、じいたんはニコニコしながらいいました。そして、ちるちゃんのあたまをなでながらウィ

ンクをしました。



あるひ、おとうさんとおかあさんがとなりのまちへおでかけしました。

　「みっちゃん、おひるまでにはかえってくるから、おるすばんおねがいね。」

　「うん、いってらっしゃい。」

　６さいになったみっちゃんはおねえさんになったし、らいねんはしょうがっこうへいくんだ

から、るすばんくらいできなきゃとはりきっていいました。

　おとうさんとおかあさんがでかけてからしばらくはおとなしくあそんでいたおとうとのけんち

ゃんがぐずりだしました。

　「どうしたの？けんちゃん。」

　おねえちゃんのみっちゃんがききました。

　けんちゃんはなみだをながしながら、

　「じいたんとばあばにあいたいの！」

　といいました。

　じいたんとばあばははなややさいのおせわでいそがしく、２しゅうかんに１かいだけきてくれ

ます。

　みっちゃんははなさきやまにはなんどもおとうさんとおかあさんにつれていってもらったこと

があります。

　そしてはなさきやまはいまもとおくにきれいなはなのいろにそまってみえています。



　「けんちゃん、なくんじゃないよ。おねえちゃんがつれていってあげるから。

　とみっちゃんはおとうとにやさしくいいました。

　「ほんと？」

　と、けんちゃんはすぐになきやんでめをかがやかせています。

　みっちゃんはおかあさんがよういしてくれたすいとうをかたからかけてでかけようとしました

。

　そうだ、このあいだおたんじょうびにもらったピンクいろのよびこのふえをもっていこう、と

おもいだして、はこからよびこのふえをとりだしてくびからかけました。

　こうして、みっちゃんとけんちゃんといぬのちるちゃんはでかけていきました。

　

　ふたりと１ぴきはとことことあるきだしました。

　どんどんいくと、いつもみなれたがっこうやショッピングセンターにつきました。

　みっちゃんがひとりできたことがあるのはここまででした。

　それでもむこうのほうにちいさくはなさきやまがいろとりどりにかがやいています。

　みっちゃんはじしんまんまんですすんでいきました。

　そして、きょうかいといけをとおりすぎました。





そうしてふたりと１ぴきがてくてくあるいていくと、だんだんだれにもであわなくなりました。

　やがて、もりのなかにはいっていきました。

　「おじょうちゃんたち、どこへいくのかね？」

　と、こえがしましたが、だれがはなしかけているのかわかりません。

　きょろきょろしていると、

　「ごめんごめん、おどろかしてしまって。こっちだよ。」

　よおくみると、めのまえのおおきなきがしゃべりかけていたのです。

　「あー。こんにちは、わたしたちははなさきやまのじいたんとばあばにあいにいくのよ。」

　と、みっちゃんはそのおおきなきにはなしかけました。

　「あのおふたりのおまごさんだったのか？ぼくたちはいつもおせわになっているんだよ。では

、きをつけていくんだよ」

　と、おおきなきがはげましてくれました。

　「うん、ありがとう！」

　といってふたりと１ぴきはまたあるきだしました



　もりのなかはだんだんうすぐらくなってきました。

　ふたりともあしがつかれてきてなんどもやすみました。ちるちゃんがそんなふたりをしんぱい

そうにみています。

　けんちゃんのかおはすこしなきがおになっていました。

　みっちゃんもすこしかなしくなってきました。

　そのとき、みちのさきになにかがいるのがみえました。おおきないままでみたこともないいき

ものです。

　いや、どちらかというとじいたんがよくよんでくれるむかしばなしにでてくるおにのようです

。

 
　「わっはっはっはっは！ここからさきへはとおさんぞ。わしはこのもりにひゃくねんいじょう

すんでいるなぞかけどうじじゃ。これからだすもんだいにこたえられないばあいは、おまえらを

さらっていって、いっしょうそうじとうばんにさせてやるからな。」

　けんちゃんはぶるぶるふるえながらなきだしました。ちるはなぞかけどうじをにらみつけてい

ます。

　みっちゃんもほんとうはなきたいところですが、６さいのおねえちゃんになったてまえ、なく

わけにはいきません。でもあしはふるえがとまりません。

　「ではいいな、これからもんだいをだすぞ。もんだいはこれだ！」

　なぞかけどうじは１まいのいたをくびにかけました。そこにもんだいがかいてありました。

 
　３×□＝21
 
　と、かいてあります。

　「もんだいはこの□はなんのすうじかあてるのじゃ。」

　なぞかけどうじはじまんげにいいました。





　みっちゃんはあせりました。たしざんとひきざんはおかあさんにならっていたのでじしんはあ

りますが、この×マークははじめてです。さいしょはバツなのかなあとかんがえましたが、いや

いやちがうとおもいました。でもなんのことかわかりません。このままこたえられなかったら、

けんちゃんとちるちゃんとしぬまでおそうじばかりさせられるのです。もちろんおとうさんやお

かあさんにもあえなくなるのです。でもこのもんだいはみっちゃんにはむずかしすぎるのです。

じかんばかりがたっていきます。

 
　「どうじゃな、もうこうさんか？」

　となぞかけどうじはにくにくしげにことばをかけます。

 
　あぁ、もうだめだわ。とみっちゃんがおもったとき、とつぜんちるちゃんがみっちゃんにむか

って、

　「うーぅ、ワン、ワン」

　とほえます。ちるちゃんのめはみっちゃんのくびにかけてあるピンクいろのよびこのふえをみ

つめていたのです。

 
　「あっ、そうだ。」

　みっちゃんはおもいだしました。あのおたんじょうびパーティのときじいたんがいったこと

ばを。

　「みっちゃんがでかけるときはいつもそのひもをくびからかけていくんだよ。そしてなにかと

ってもこまったときにはこのよびこのふえをふくんだよ。」

　と、じいたんはいったのです。

 
　そこで、みっちゃんはピンクいろのよびこのふえをおもいきりふきました。

　プリュ、プリュ、プリュというきれいなおとがもりじゅうにこだましました。

 
　「わっはっはっはっは！そんなふえのおとでおどろかせようとしてもわしはびくともせんぞ。

」

　なぞかけどうじはばかにしたようにいいます。



　　「どうしよう？もうだめだわ。」

　おいつめられたみっちゃんはぜったいぜつめいのピンチです。

 
　みっちゃんはもうおおごえでなきたいくらいでした。

　ピンクいろのよびこのふえをふいてから５ふんくらいたったときでした。

 
　シューッ、というくうきをきりさくようなおとがして、めのまえにおおきなマントをかたから

かけたおとこのひとがおりてきました。

　あっ、じいたんだとみっちゃんはおもいましたが、よおくみるとかおにはしわもなく、せなか

もしゃんとのびています。すこしじいたんともちがうようなきがします。

　「じいたん！！！」

　けんちゃんはおもわずさけんでいました。ちるちゃんもうれしそうにしっぽをふっています。



　「わたしはじいたんマンだ。そらのむこうからやってきたんだ。」

　と、そのおとこのひとはむこうにいるなぞかけどうじにいっていました。

　「みっちゃんのこたえられないもんだいをだして、いっしょうそうじとうばんにするとは、な

んとひきょうなやりかただ。それならわたしももんだいをだすからそれにこたえてみろ。もしこ

のもんだいがとけたら、みっちゃんたちをそうじとうばんにするなりすきにするがいい。そのか

わりとけなかったら、このもりをでていき２どともどってくるでない。」

　じいたんマンがそういうと、

　「わっはっはっはっは。わしにとけないもんだいなどこのよにないのだ。もうわしのかちに

きまっておるわ。」

　と、なぞかけどうじがじまんげにいいました。





「それがわたしのもんだいじゃ。」

　「おまえはうそをついておる。」

　と、じいたんマンがいいました。

　「なんじゃとっ！わしはほんとうのことをいっておる。わしにとけないもんだいなどない。」

　と、なぞかけどうじがおこっていいました。

　「それではそのことのただしさをしょうめいしてみるがいい。」

 
　「たとえばじゃ、おまえがただしいことをいうやつだとしよう。そうすると、ただしいことを

いうやつが、とけるといっているので、まちがいなくとけるだろう。」

　と、じいたんマン。

　なぞかけどうじはここぞとばかりうれしそうにいいます。

　「そうじゃろ。あたりまえじゃ。」

　「しかしもし、おまえがうそをいうやつだとしよう。うそつきがじぶんがこのもんだいをとけ

るといっているのだから、とけないのにきまっているな。」

　と、じいたんマンがいうと、

　「わしはうそなどいってないぞ。」

　と、なぞかけどうじがプリプリおこっていいました。

　「このままでは、とけるとも、とけないともいえるな。さあ、とけるというならそのことをし

ょうめいしてみろ！」

　じいたんマンはぴしっといいました。

 
　「うっ、ううう・・・」

　と、なぞかけどうじはうつろなめになり、いちもくさんににげていきました。



　「じいたん。いや、じいたんマンありがとう。あのなぞかけどうじがだしたもんだいのこたえ

はなんなの。」

　「こたえは７じゃ。これはかけざん、わりざんのもんだいでな、あの×はバツではなく、かけ
るじゃよ。」

　「わたしのだしたもんだいはゲーデルというひとのふかんぜんせいていりのおうようでなぜっ

たいにこたえられないもんだいじゃ。それより、おとうさんとおかあさんにだまってこんなとこ

ろにくるなんて、むちゃじゃ。これからはだまってでかけてはいけないよ。」

 
　「うん、これからはきをつけるよ。」

　「きょうはわたしがおくっていってあげよう。」

　　じいたんマンはふたりと１ぴきをだきかかえると、しずかにうかびあがっていき、みっちゃ

んたちのおうちのまえまでつれていってくれました。

 
　「では、さよなら。」

　　と、いってじいたんマンはおおぞらにむかってとびさりました。

　　ふたりと１ぴきはいつまでもながめていました。

 
（じいたんマンがやってきたのまき　おしまい）
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